


立
山
・
伊
勢
・
西
国
道
中
記

江
戸
時
代
の
半
ば
以
降
、
伊
勢
参
宮
を
代
表
と
す
る
寺
社
詣
が
盛
ん

に
な
る
。
そ
の
旅
は
多
額
の
費
用
と
日
数
を
必
要
と
す
る

一
生
に

一
度

の
旅
行
で
あ
っ
た
か
ら
、
伊
勢
へ
の
道
筋
の
名
所
は
も
ち
ろ
ん
関
西
、

四
国
ま
で
足
を
延
ば
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
旅
人

の
残
し
た
約
三
か
月
に
お
よ
ぶ
「
道
中
日
記
」
を
紹
介
す
る
。
そ
の
記

述
は
小
遣
帳
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、
旅
の
感
慨
を
う
か
が
う
こ
と

は
難
し
い
が
、
行
程
と
支
出
を
客
観
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
、
餞
別
、
留
守
中
家
族
へ
の
村
人
の
見
舞
、
土
産
の
詳
し
い
記
載
も

あ
り
、
伊
勢
参
宮
が
村
社
会
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か

に
つ
い
て
も
知
り
得
る
史
料
で
あ
る
。

旅
の
主
人
公
は
大
倉
与
市
（
郎
）
。
越
後
国
魚
沼
郡
芦
ヶ
崎
村
小
下
里
、

現
在
の
J

R
飯
山
線
、
越
後
田
中
駅
か
ら
信
濃
川
を
渡
っ
た
あ
た
り
、

新
潟
県
津
南
町
芦
ヶ
崎
小
下
里
の
人
で
あ
る
。

旅
に
出
た
の
は
天
保
十

一
年
（

一
八
四

0
)
七
月
二
十
二
日
（
現
行

暦
八
月
十
九
日
）
。
十
二
代
将
軍
徳
川
家
慶
の
治
世
で
、
こ
の
月
、
長

崎
に
来
航
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船
に
よ
り
隣
国
の
ア
ヘ
ン
戦
争
勃
発
が
伝
え

（上）

ら
れ
て
い
る
。
翌
年
に
は
老
中
水
野
忠
邦
に
よ
る
天
保
の
改
革
が
始
ま

る
、
そ
ん
な
時
代
で
あ
る
。
盆
の
行
事
を
終
え
て
ま
だ
暑
い
時
期
に
旅

立
ち
、
帰
宅
し
た
の
は
冬
の
近
づ
く
十
月
十
七
日
で
あ
っ
た
。
稲
刈
り

や
脱
穀
の
忙
し
い
時
期
に
家
を
留
守
を
し
て
い
る
の
は
、
豪
雪
地
帯
の

た
め
冬
季
の
旅
を
避
け
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

出
発
時
に
は
、
本
人
与
市

・
上
野
長
右
衛
門

・
後
小
左
衛
門

・
供
の

喜
右
衛
門
（
翌
日
帰
る
）
、
そ
れ
に
少
な
く
と
も
田
中
村
庄
左
衛
門

・

佐
右
衛
門

・
傭
左
衛
門

・
孫
助
が

一
緒
で
あ
っ
た
が
、
途
中
、
越
前
と

近
江
の
国
境
栃
木
峠
で
後
者
四
名
と
別
れ
て
い
る
。
別
グ
ル
ー
プ
は
京

都
方
面
へ
直
行
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

史
料
は
、
縦

一
八
六
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

・
横
八
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
。
表

裏
に
厚
紙
表
紙
を
付
し
た
袋
綴
じ
の
横
半
帳
。
本
紙
六
九
丁
。
個
人
蔵
。

記
述
内
容
は
、
以
下
の
部
分
か
ら
な
る
。

①
日
記
。
日
々
の
支
出
と
メ
モ

②
出
発

・
帰
宅
時
の
支
出

③
持
参
金
之
覚

鈴

木

景
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道中記行程表

日付 泊 宿 宿泊代（文） 支出 歩行距離（里）

7月22日 牧 長左衛門 95 192 8 
7月23日 名立 大文字屋治兵衛 142 285 11 
7月24日 外波 佐藤七右衛門 140 290 10. 5 
7月25日 泊 室屋与四左衛門 150 170 5 
7月26日 滑川 菓子屋 140 223 10 
7月27日 芦耕寺 宝伝坊 8 
7月28日 芦餅寺 室堂

7月29日 芦絣寺 宝伝坊 500 1603 
8月 1日 富山 平井屋又右衛門 180 451 6 5 
8月2日 石動 山田屋清兵衛 160 182 10 
8月3日 金沢 小原屋 160 510 8 
8月4日 月津 矢田屋仁兵衛 150 200 10 
8月 5日 舟橋 餅屋 170 306 11 
8月6日 今庄 島崎屋又四郎 185 244 12 
8月7日 小谷 称名寺

゜
128 12 

8月8日 藤川 記載なし 172 248 5 
8月9日 桑名 記載なし 172 290 15 
8月10日 上野 丁子屋伝七 64 178 ， 
8月11日 伊勢一身田 桐竹膏薬屋 164 l 朱 •827 l 
8月12日 明星 富屋半七 150 360 8 
8月13日 伊勢山田 御師広田宅 2朱・2010
8月14日 のじり 木銭 40 151 ， 
8月15日 馬瀬 木銭 48 175 ， 
8月16日 二木里 木銭 48 133 6 
8月17日 有馬いちぎ 木銭 48 171 8 
8月18日 新宮 木銭角屋九兵衛 64 236 2 5 
8月19日 小口 木銭 40 332 8 
8月20日 湯ノ峰 木銭 64 513 4. 5 
8月21日 潮見峠 木銭 40 167 9 5 
8月22日 小松原 木銭 45 223 lO 5 
8月23日 加茂谷 木銭 40 212 ， 
8月24日 岩出 木銭 48 258 8. 5 
8月25日 高野山 清浄心院 300 1分566
8月26日 大畑 木銭 40 117 5 
8月27日 堺 阿内屋茂吉 184 263 8 
8月28日 大坂 河内屋

8月29日 大坂 河内屋 224 3162 
8月30日 当麻 木銭米屋栄蔵 48 240 8 
9月 1日 吉野 66 8 
9月2日 吉野 さこや平右衛門 363 774 6 
9月3日 初瀬 木銭扇屋 50 201 8 
9月4日 法隆寺 （木銭）大黒屋 50 7. 5 
9月5日 奈良 木銭威徳井屋 48 558 4 
9月6日 宇治 木銭柳屋八右衛門 48 536 9 5 
9月7日 大津 木銭二河屋 65 168 6 5 
9月8日 鞍馬 木銭 65 187 
9月9日 示都 ぬいもの屋 612 
9月10日 示都 ぬいもの屋 400 3朱・1775
9月ll日 愛宕 木銭 50 215 
9月12日 粟生 木銭 48 161 ， 
9月13日 箕面 木銭 60 169 8 
9月14日 兵庫 記載なし 184 372 12 
9月15日 局砂 船宿釣屋伊七郎 1匁 1463 
9月16日 （船中泊～丸亀）

9月17日 金毘羅 木銭湯島屋 65 2042 
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日 付 泊 宿 宿泊代（文） 支出 歩行距離（里）

9月18日 四国 船宿網屋 170 
9月19日 （船中泊）

9月20日 （船中泊）

9月21日 赤穂新浜 記載なし 120 675 
9月22日 書写山西坂本 木銭 64 367 ， 
9月23日 一乗寺坂本 木銭 50 167 7. 5 
9月24日 古市 木銭 55 206 11 
9月25日 天津 木銭 ゆら屋佐兵衛 38 129 11 
9月26日 府中大垣 木銭 35 184 6. 5 
9月27日 松尾河原 木銭 35 126 10 5 
9月28日 日笠 木銭 40 164 10 
9月29日 今津 木銭 45 123 7. 5 
10月 1日 堅田 記載なし 180 267 
10月2日 常楽寺 木銭 50 259 7 
10月3日 今須 木銭 55 161 11 
10月4日 白石 木銭 48 138 11 
10月5日 醒ヶ井 木銭 48 185 15 
10月6日 加納 木銭 64 219 11 5 
10月7日 御嵩 木銭 48 141 10 
10月8日 大井 木銭 64 91 8 
10月9日 野尻 記載なし 138 213 10. 5 
10月10日 藪原 大蔦屋 132 181 11 
10月ll日 村井 大蔦屋定兵衛 112 154 ll 
10月12日 麻績 記載なし 112 151 10. 5 
10月13日 善光寺 藤屋 164 409 7 
10月14日 善光寺 藤屋 164 1分2朱・1451
10月15日 戸狩 善太郎 124 205 10 
10月16日 （帰宅）

※支出の「分」「朱」は金払い。

江戸
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（
凡
例
）

•

原
文
の
振
り
仮
名
は
[

付
し
た
。

・
字
配
り
は
組
版
の
都
合
に
よ
り
改
変
し
た
部
分
が
あ
る
。

]
で
示
し
、
簡
単
な
説
明
注
を
（

）
で

④
家
籠
リ
ノ
外
親
類
中
へ
土
産
物
覚

⑤
家
籠
り
親
類
中

5
餞
別
・
貰
へ
覚

ま
た
日
記
の
部
分
は
、
各
日
ご
と
に
以
下
の
書
式
で
書
か
れ
て
い
る
。

日
付

支
出
（
宿
泊
費
は
、
出
発
日
に
計
上
さ
れ
て
い
る
）
。

再
度
、
日
付
を
掲
出

•

そ
の
日
の
出
発
地
か
ら
経
過
し
た
距
離

支
出
合
計
（
メ
）

こ
う
し
た
史
料
は
、
類
似
史
料
が
多
く
特
別
な
歴
史
事
象
を
読
み
取

る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
く
つ
も
の
類
例
と
比
較
し
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、

当
時
の
旅
、
交
通
、
信
仰
の

一
般
的
な
枠
組
み
を

把
握
し
た
り
、
通
交
地
域
の
歴
史
を
知
る
史
料
と
し
て
役
立
つ
で
あ
ろ

う
。
富
山
に
ゆ
か
り
の
類
似
史
料
と
し
て
、
以
下
の
史
料
紹
介
が
あ
る
。

近
藤
浩
二

「
越
中
か
ら
の
四
国
遍
路
ー

「
道
中
小
遣
留
帳
」
を
素
材

に
—

」
『二
0

一
三
年
度
四
国
遍
路
と
世
界
の
巡
礼
公

開
講
演
会
・
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
プ
ロ
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
』

二
0
一
四
年
、
愛
媛
大
学

四
国
遍
路

・
世
界
の
巡
礼
研

究
セ
ン
タ
ー
。
(
W
E
B
公
開
）

鈴
木
景
二

「
幕
末
富
山
人
の
江
戸
・
伊
勢
め
ぐ
り
小
遣
帳
」

『富
山

史
壇
』
第

一
七
四
号
、

二
0
一
四
年
。

・
一
日
分
の
箇
条
書
き
の
中
に
、
同

一
の
日
付
が
は
さ
ま
っ
て
記
さ
れ

て
い
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
記
述
が
丁
裏
に
ま
た
が
っ
た
時
、
丁

裏
の
右
端
に
見
出
し
の
よ
う
に
日
付
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

（
表
紙
）

時
天
保
第
十

一
龍
舎
庚
子
出

伊
勢
参
宮

・
西
国
札
所

・
諸
神
社
拝
礼
道
中
日
記

孟
秋
廿
有

一
日
発
足
（
本
文
は
二
十
二
日
か
ら
）

（
裏
表
紙
）

後
越
之
産

小
下
里
邑
（
新
潟
県
津
南
町
）

大
倉
典
市
的
（
的
は
郎
の
意
か
）

（
本
文
）

①

（
貼
紙
。
八
月
十

一
日
参
照
）

「
伊
勢
御
本
山
諸
懸
り
覚
（

一
身
田
専
修
寺
）

一
、
金
弐
朱
也
、
御
対
面
料

-
‘
”
壱
朱
也
、
志
摩
様
御
手
次
料

一
、
銭
弐
百
文
御
内
仏
拝
見
料

-
、
II

百
文
御
庭
拝
見
料

-
‘
”
百
文
志
摩
様
御
手
代
世
話
料

-
‘
”
百
文
宿
音
薬
屋
方
へ
安
内
料

-
‘
”

三
拾
六
文
聖
人
御
墓
安
内
料

メ
金
三
朱
銭
五
百
三
拾
六
文
う
し
ろ
小
左
衛
門

・
上
ノ
長
右
衛
門

・

拙
者
三
人
割
二
而
壱
人
前
五
百
七
拾
六
文
宛
」
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（
上
越
市
牧
）

七
月
廿
二
日

（
出
発
）

一
、
弐
文
平
瀧
茶
代

一
、
九
拾
五
文
ま
き
村
長
左
衛
門
宿
彿
ヘ

藤
沢
ち
ま
き
村
迄
三
リ

一
、
九
拾
五
文
供
喜
右
衛
門
宿
彿
ヘ

ま
き
村
よ
り
大
口
迄
ニ
リ
、
豊
隅
下
曽
祢
、
此
所
上
曽
祢
と
申
所

二
菅
原
ノ
天
神
様
あ
り
、

メ
百
九
拾
弐
文
八
リ

同
月
廿
三
日

（
牧
峠
越
で
上
越
へ
）

一
、

弐

文

大

口

茶

代

一
、
拾
文
西
瓜

一
、
百
五
文
供
喜
右
衛
門
内
へ
持
参
仕
候
、
内
五
拾
五
文
小
使
、
五

拾
文
内
へ
返
ル

一
、
拾
六
文
高
田
立
石
茶
屋
に
し
め

一
、
壱
文
高
田
薬
師
様
さ
ん
せ
ん

一
、
九
文
り
ン
ゴ

一
、
六
文
も
＞

一
、
八
文
わ
ら
し

一
、
五
文
高
田
小
丸
山
親
鸞
聖
人
御
旧
跡
参
銭

一
、
八
文

II

聖
人
絵
像
開
帳
料

百
文
十
三
人
割
二
而
如
此

一
、
弐
文
聖
人
八
ツ
切
リ
ノ
名
号
参
銭

此
浦
二
聖
人
箸
を
さ
し
た
る
杉
ノ
木
、
松
二
成
た
る
あ
り
、

一
、
九
文
五
地
様
参
銭

人
よ
り
も
松
葉
支
て
日
盛
[
ザ
カ
リ
]
り
の
あ
つ
さ
は
よ
わ
る
秋

の
初
風
千
代
垣
素
真

一
、
五
文
り
ン
ゴ

一
、
三
文

あ

め

一
、
弐
文
小
丸
山
本
堂
左
り
聖
人
け
さ
か
け
松
参
銭

一
、
弐
文
居
多
ノ
濱
大
明
神

一
、
百
四
拾
弐
文
名
立
宿
大
文
字
や
治
兵
衛

七
月
廿
――一
日
ま
き
村
十
壱
里

メ
弐
百
八
拾
五
文

名
立

5
藤
崎
迄
ニ
リ
、
此
村
斎
藤
九
右
衛
門
卜
申
も
の
こ
庭
松
野
渡
七

八
間
あ
り
、

七
月
廿
四
日

一
、
弐
文
椛
川
茶
代

一
、
四
文
能
生
ノ
小
泊
り
二
而
り
ん
ご

一
、
壱
文
同
所
さ
ざ
い

越
後
能
生
社
、
汐
路
名
鐘

む
か
し
よ
り
能
生
社
に
古
き
の
名
鐘
こ
れ
あ
り
、
こ
れ
を
汐
路
の
か
ね

と
い
へ
り
、
い
つ
の
代
よ
り
出
来
た
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
鐘
名
あ
り
し

か
と
幾
代
の
汐
風
に
次
キ
く
さ
れ
て
見
へ
ざ
り
し
に
常
陸
坊
の
追
銘
と

か
や
、
此
か
ね
汐
の
ミ
ち
き
た
ら
ん
と
て
人
さ
わ
ら
す
し
て
な
る
こ
と

一
里
四
面
、
さ
る
故
に
こ
の
う
ら
ハ
海
士
の
児
ま
て
も
自
然
と
汐
の
ミ

ち
干
を
し
り
侍
り
し
に
明
応
の
こ
ろ
焼
亡
せ
り
、
さ
れ
ど
も
そ
の
残
銅
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を
も
つ
て
今
の
か
ね
能
登
国
中
居
浦
鋳
物
師
某
鋳
返
し
け
る
と
ぞ
、
猶

鐘
に
つ
き
た
る
古
歌
な
ど
あ
り
し
と
い
へ
ど
も
誰
あ
り
て
こ
れ
を
し
る

人
な
し
、

△
曙
や
霧
に
う
つ
ま
く
か
ね
の
声
能
生
村
芭
蕉
ノ
石
碑

七
月
廿
四
日

一
、
八
文
わ
ら
し

一
、
三
文
聖
人
御
真
筆
名
号
参
銭

一
、
五
拾
六
文
大
和
川
村
二
而
魚
買
、
此
所
二
而
煮
申
候
、

弐
百
弐
拾
四
文
四
人
割
如
此

一
、
拾
弐
文
一
ぜ
ん
め
し

一
、
三
拾

文

糸

井

川
ノ
上
ミ
姫
川
船
銭

一
、
九
文
同
所
名
物
だ
ん
ご

一
、
弐
拾
五
文
と
ふ
ミ
村
西
連
寺
聖
人
船
銭
ノ
名
号
開
帳
（
青
海
）

百
文
四
人
別

一
、
百
四
拾
文
と
な
ミ
村
佐
藤
七
右
衛
門

七
月
廿
四
日

メ
弐
百
九
拾
文
拾
里
半

と
ふ
ミ
村
15少
シ
登
り
鶴
ヶ
瀧
と
い
ふ
所
あ
り
、
是

5
聖
人
爪
引
の
連

石
二
明
二
あ
り
、
此
連
横
八
尺
計
リ
、
夫

15
さ
い
の
か
わ
ら
の
壱
本
松

と
い
ふ
所
あ
り
、
夫
よ
り
と
な
み
村
、
此
村
二
聖
人
御
旧
跡
あ
り
、
す

だ
れ
の
御
名
号
二
御
し
ん
ね
へ
様
の
真
筆
あ
り
、
是

15
一
ふ
り
の
上
ミ

越
後
越
中
ノ
堺
川
あ
り
、
堺
村
と
い
ふ
所
な
り
、

堺
之
古
城
本
屋
敷
の
上
ミ
芭
蕉
石
碑

三
日
市

わ
せ
の
香
や
分
入
右
ハ
あ
り
そ
海

濱
横
村
二
親
鸞
御
旧
跡
腰
か
け
石
あ
り
、
此
所
二
地
獄
へ
身
か
わ
り
二

行
候
地
蔵
あ
り
、
馬
喰
平
左
衛
門
と
申
も
の
こ
母
親
の
身
か
わ
り
な
り
、

七
月
廿
五
日

一
、
拾
弐
文
と
ま
り
村
中
食
代

一
、
八
文
菓
子

一
、
百
五
拾
文
と
ま
り
村
宿
室
屋
与
四
左
衛
門

中
孫
助
く
わ
く
ら
ん
仕
候
故
、
中
食
仕
候
ま
＞
二
て
泊
り
申
候
、

同
月
廿
五
日

メ
百
七
拾
文
五
里

七
月
廿
六
日

一
、
拾
弐
文
も
ち

一
、
弐
文
参
銭

一
、
九
文
だ
ん
ご

一
、
拾
六
文
泊
り
村

5
三
日
市
迄
四
り
ノ
所
荷
物
だ
ち
ん

一
、
五
文
わ
ら
し

一
、
壱
文
ふ
な
ミ
村
聖
人
直
筆
名
号
さ
ん
せ
ん

一
、
拾
三
文
あ
い
も
と
ノ
は
し
の
き
わ
名
物

一
粽

橋
長
サ
三
十
三
間
、
横
三
間
、
高
サ
三
十
三
間
御
座
候
、

一
、
五
文

三
日
市
さ
ん
せ
ん

三
日
市
徳
法
寺
二
聖
人
御
旧
跡
三
本
柿
あ
り
、
聖
人
御
真
筆
名
号

あ
り

一
、
六
文

て
ん
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足
く
ら
ニ
テ
わ
ら
じ
弐
束

立
山
中
ノ
茶
屋
に
し
め

な
め
り
皮

5
足
く
ら
迄
八
リ

三
日
市
よ
り
ニ
リ
半
行
、
天
神
野
村
ノ
天
神
山
二
て
謙
信
公
角
間

ノ
城
を
お
と
す

一
、
拾
四
文
菓
子
二
西
瓜

一
、
百
四
拾
文
な
め
り
皮
菓
子
屋
宿

七
月
廿
六
日

メ
弐
百
弐
拾
三
文

拾

里

同
月
廿
七
日

一
、
四
文
ふ
な
ミ
ノ
上
ミ
は
し
銭
（
愛
本
橋
）

一
、
六
文
わ
ら
じ

一
、
五
文
菓
子

一
、
拾
弐
文
に
し
め

一
、
八
文
菓
子

一
、
弐
拾
七
文
素
麺

一
、
六
文
さ
い
せ
ん

一
、
壱
文
越
中
立
山
ノ
ふ
も
と
足
く
ら
村
ニ
テ
小
野
高
む
ら
作
い
ん

摩
天
王
へ
さ
い
せ
ん

一
、
拾
弐
文
足
く
ら
娼
堂
さ
ん
せ
ん

此
娼
堂
ニ
テ
立
山
い
ん
ぎ
衆
生
さ
い
ど
の
文
有
、
（
縁
起
）

七
月
廿
七
日

メ
八
拾
壱
文

七
月
廿
八
日

一
、
拾
六
文

一
、
拾
弐
文

一
、
六
文
茶
代

一
、
六
文
御
禅
様
へ
じ
ゅ
ず
上
ル

一
、
六
文
地
獄
谷
安
内
銭

一
、
弐
拾
四
文
御
禅
様
へ
御
飯
料
上
ル

一
、
弐
拾
六
文
地
獄
谷
参
銭

内
六
文
血
盆
経
代

七
月
廿
八
日

一
、
三
拾
弐
文
立
山
道
中
諸
仏
参
銭

廿
八
日
夜
む
ろ
堂
二
こ
も
る

（
御
前
1
1

雄
山
）

t
 

同
月
廿
九
日

一
、
弐
百
三
拾
八
文
御
禅
山
役
銭

一
、
百
文
浄
土
山
役
銭

一
、
拾
弐
文
浄
土
山
阿
弥
陀
様
さ
ん
せ
ん

一
、
拾
弐
文
御
禅
山
御
印
料

一
、
拾
五
文
御
禅
山
諸
仏
さ
ん
せ
ん

一
、
拾
八
文
中
ノ
茶
屋
に
し
め

内
六
文
茶
代

一
、
九
拾
六
文
安
内
ノ
合
カ

合
力
弐
人
頼
ミ
料
壱
貫
弐
百
文
十
三
人
割
壱
人
前
如
此

一
、
百
三
拾
六
文
血
盆
経
納
メ
申
候
、
母
親
分

一
、
三
百
文
娼
堂
へ
御
膳
上
ケ
御
札
ヲ
貰
ヒ
申
候
、

一
、
四
拾
八
文
絵
図
弐
枚
ゑ
ん
ぎ
壱
枚
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足
く
ら
賓
博
坊
方
へ
宿
払
ヘ

三
晩
分
如
此

一
、
五
百
文

七
月
廿
九
日

メ
壱
貫
六
百
三
文

同
月
廿
七
日
二
賓
博
坊
二
泊
リ
廿
八
日
二
立
山
へ
登
ル
、
賓
傭
坊
ち
藤

橋
迄
五
十
町
余
リ
、
夫
ち
金
[
コ
ガ
ネ
]
坂
半
道
之
登
リ
ヽ
財
木
坂
半

道
登
リ
、
此
坂
ノ
内
二
信
州
中
野
村
ノ
六
部
落
申
候
所
有
、
是
ヲ
六
部

お
と
し
と
い
ふ
、
熊
尾
大
権
現
わ
し
が
岩
や
あ
り
、
び
じ
ゃ
う
坂
二
び

じ
ゃ
う
杉
ノ
あ
と
あ
り
、
夫
ち
し
か
り
ば
り
の
穴
・ふ
だ
ん
か
ふ
ぶ
つ

・

だ
ん
さ
い
が
ミ
さ
か

・
か
む
ら
杉

・
だ
ん
が
た
い
ら
、
此
平
ラ
ニ
里
四

方
・
ぶ
な
坂

・
や
せ
を

・
か
り
や
す
坂
、
此
所
ニ
テ
し
や
う
ミ
や
う
が

瀧
ミ
ゆ
る
・鍬
が
谷
、
此
谷
関
所
茶
や
あ
り
、
是
が
立
山
中
ノ
茶
屋
な
り
、

鍋
[
ナ
ベ
]
か
ふ
り
杉
ヽ
弥
陀
が
原
野
ヽ
此
所
二
し
や
ぅ
ら
ぃ
だ
あ
り
、

阿
弥
陀
堂
、
夫
ち

一
ノ
谷
小
く
さ
り
大
く
さ
り
、
此
岩
ノ
上
二
し
A

が

は
な
と
い
ふ
岩
あ
り
、
此
岩
ノ
が
ん
く
ら
の
中
ニ
テ
弘
法
大
師
胡
摩
を

た
き
候
処
有
、
右
し
＞
岩
の
上
二
お
ち
か
け
の
松
あ
り
、
此
所
二
御
大

師
御
堂
あ
り
、
此
所
二
て
大
師
御
詠
歌
あ
り
、

極
楽
と
聞
て
参
り
て
み
て
を
れ
ど
弥
陀
の
浄
土
ハ
い
つ
く
な
る
ら
ん

此
時
阿
弥
陀
仏
返
歌

か
ふ
し
や
う
の
か
ら
こ
く
の
風
が
ふ
き
く
れ
バ
ち
り
く
も
は
れ
て
ミ

だ
と
あ
ら
わ
れ
ん

さ
い
の
か
わ
ら
、
此
道
ノ
北
二
ち
く
し
や
う
道
有
、
夫

5
小
松
坂
・
上

市
場

・
下
市
場
と
申
さ
い
の
か
わ
ら
な
り
、
是
ち
か
が
ミ
石
あ
り
、
高

と
ふ
ば
と
申
所
ノ
北
二
地
獄
谷
あ
り
、
夫
ち
大
横
を
通
り
室
堂
、
夫
よ

り
地
獄
谷
廻
リ
仕
候
、
此
地
獄
谷
へ
行
道
の
右
ニ
ミ
ど
ろ
が
池
、
左
二

ミ
く
る
が
池
、
是
ハ
む
か
し
ハ
八
か
ん
地
獄
な
り
、
夫

5
少
し
下
り
坂

中
二
罪
人
油
メ
之
石
有
リ
、
地
獄
地
蔵
尊
、
夫
ぢ
開
リ
地
獄
、
是
ハ
ま

を
と
こ
ぢ
ご
く
な
り
、
油
や
地
獄
、
紺
屋
ぢ
ご
く
、
糀
や
ぢ
ご
く
、
八

ま
ん
ぢ
ご
く
、
大
し
や
う
ね
つ
ぢ
ご
く
、
鍛
冶
ち
ご
く
、
百
性
ぢ
ご
く
、

血
ノ
池
地
獄
、
か
ら
だ
銭
ノ
ぢ
ぞ
ふ
、
ぢ
ご
く
ま
わ
り
引
上
ケ
ノ
い
ん

ま
王
、
夫
ち
御
禅
山
大
権
現
御
宝
物
、
御
太
刀
・女
の
つ
の
・
矢
ノ
根
・

馬
ノ
つ
の

・
じ
ゃ
う
は
り
の
か
が
ミ

・
弥
陀
ノ
御
は
ん

・
鬼
が
き
バ
・

行
基
菩
薩
ノ
し
や
く
じ
ゃ
う

・
天
ぐ
ノ
爪

・
古
銭
色
々
、
立
山
血
ノ
池

ぢ
ご
く
へ
越
中
ふ
な
み
村
荒
川
や
清
兵
衛
と
申
も
の
こ
妻
血
ノ
池
へ
を

ち
さ
ん
け
い
の
人
を
頼
ミ
内
へ
願
ヲ
立
テ
、
右
清
兵
衛
方
ぢ
あ
け
候
鐘

あ
り
、

当
七
月
十
二
日
た
ち
と
申
所
の
も
の
拾
八
オ
之
男
、
御
禅
山
ノ
内
に
て

不
見
、

八
月
朔
日
二
足
く
ら
立
申
候
、

同
日
（
八
月
一
日
）

一
、
六
文
わ
ら
じ

一
、
拾
弐
文
無
二
膏

一
、
三
文
ア
リ
ワ
カ
サ
イ
モ
ン
御
廟
所
へ
参
銭

一
、
弐
百
五
拾
文
富
山
ニ
テ
壱
枚
桐
油
壱
ツ
代
（
桐
油
1
1
雨
合
羽
）

一
、
百
八
拾
文
同
所
宿
平
井
や
又
右
衛
門

八
月
朔
日

メ
四
百
五
拾
壱
文

足
く
ら

5
富
山
迄

六
リ
半
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八
月
二
日

一
、
拾
文
橋
銭

高
岡
ノ
随
龍
寺
二
大
納
言
様
ノ
墓
有
、
半
弓
[
ハ
ン
キ
ウ
]
寺
い
ふ
寺
也
ヽ

一
、
拾
弐
文
茶
代

一
、
百
六
拾
文
石
動
宿
山
田
や
清
兵
衛

八
月
一

一日

メ
百
八
拾
弐
文
富
山

5
十
里

八
月
三
日

一
、
拾
五
文
く
り
か
ら
峠
名
物
ノ
餅

く
り
か
ら
峠
、
猿
が
馬
場
、
芭
蕉
ノ
句

義
仲
の
寝
覚
の
山
か
月
か
な
し

一
、
拾
弐
文
枇
杷
葉
湯

く
り
か
ら
峠
ニ
テ
暑
気
あ
た
り
仕
候
テ
、
田
中
村
庄
左
衛
門
・
佐
右
衛

門

・
博
左
衛
門

・
孫
助
、
此
御
方
二
格
別
世
話
二
相
成
申
候
、

一
、
三
文

も

>

一
、
三
百
文
津
端
と
申
宿
ち
か
が
ノ
金
沢
迄
四
リ
駕
籠
二
ぬ
る
、

是
ハ
田
中
庄
左
衛
門
御
世
話
ニ
テ
如
此
、
や
す
か
ご
二
の
り
申
候
、

一
、
拾
弐
文
ふ
と
ん
せ
ん

一
、
弐
文
茶
代

一
、
六
文
金
沢
茶
代

一
、
百
六
拾
文
同
所
宿
小
原
や

八
月
三
日

メ
五
百
拾
文

石
動
ぢ

八
リ

同
月
四
日

一
、
弐
拾
文
寒
生
姜

一
、
拾
文
さ
た
ふ

一
、
弐
文
茶
代

一
、
四
文
茶
代

一
、
三
文
ら
う
そ
く

一
、
七
文
あ
ゆ
魚
壱
疋

一
、
四
文
茶
代

一
、
百
五
拾
文
月
津
宿

八
月
四
日

メ
弐
百
文
金
沢

5

十
リ

同
月
五
日

一
、
五
文
大
昌
寺
ニ
テ
参
銭

一
、
拾
五
文
胡
桝

い
ふ
り
は
し
連
如
聖
人
粽
キ
篠
ノ
御
旧
跡
生
龍
山
と
申
寺
二
あ
り
、

細
呂
木
[
ホ
ソ
ロ
ギ
]
村
二
聖
人
御
歌
あ
り
、

へ
お
と
に
き
く
ぬ
こ
ぎ
り
坂
や
ひ
き
わ
か
れ
身
の
行
す
ヘ
ハ
心
口
細

呂
木

よ
り
や
す
と
申
村
二
聖
人
つ
げ
の
木
の
や
う
じ
を
さ
し
候
所
、
良
（
即
）

時
二
青
葉
を
生
し
候
所
あ
り
、

一
、
弐
文
茶
代

一
、
弐
文
細
呂
木
茶
代

一
、
八
文
だ
ん
ご

や
た
屋
仁
兵
衛
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一
、
七
文
六
日
町
ニ
テ
甘
酒

一
、
弐
文
岡
崎
茶
代

一
、
拾
五
文
舟
橋
ニ
テ
梅
干

一
、
四
拾
八
文
あ
ん
ま

一
、
三
拾
弐
文
黒
丸
薬
壱
袋

一
、
百
七
拾
文
舟
橋
宿
餅
屋

八
月
五
日
月
津
5
十

一
リ

メ
三
百
六
文

舟
橋
ち
福
井
迄

一
リ
福
井
ノ
町
二
西
本
願
寺
掛
書
御
坊
九
品
[
ホ
ン
]

じ
つ
し
や
う
阿
弥
陀
本
願
寺
と
い
ふ
寺
あ
り
、
（
掛
所
）

一
、
六
文
く
わ
し

八
月
六
日

一
、
七
文
福
井
ニ
テ
梨
子

此
町
ノ
中
程
二
百
間
ノ
橋
あ
り
、
半
分
木
半
分
石
、
誠
二
日
本
無
双
之

橋
な
り
、

一
、
弐
文
さ
バ
い
茶
代
（
鯖
江
）

一
、
拾
弐
文
わ
ら
じ

一
、
拾
三
文
も
ち
と
も
＞

一
、
拾
三
文

梨

子

一
、
六
文
よ
の
ふ
峠
ま
ご
じ
ゃ
く
し
餅
（
湯
尾
峠
・
孫
杓
子
）

安
部
ノ
泰
親
と
ほ
ふ
さ
ふ
の
神
出
合
の
峠
（
疱
癒
）

一
、
百
八
拾
五
文
今
庄
宿
島
崎
や
又
四
郎

八
月
六
日
舟
橋
ち
十
ニ
リ

メ
弐
百
四
拾
四
文

八
月
七
日

一
、
九
文
今
庄
ノ
宿
ニ
テ
わ
か
れ
ノ
酒
割
合

一
、
弐
文
と
ち
ノ
木
峠
茶
代

此
茶
や
二
太
閤

5
拝
領
之
釜
あ
り
、
水
三
斗
は
か
り
入
り
申
候
、

一
、
壱
文
参
銭

深
見
や
弥
右
衛
門
内
二
石
之
釜
っ
た
わ
り
申
候
、
此
峠
ニ
テ
拙
者

・
上

ノ
長
右
衛
門

・
後
小
左
衛
門
、
右
三
人
ニ
テ
皆
様
二
わ
か
れ
申
候
、

一
、
五
文
つ
ば
い
ニ
テ
に
し
め

一
、
拾
壱
文
わ
ら
じ

小
谷
尊
勝
寺
村
称
名
寺
ニ
テ
拙
者
は
ら
を
や
ミ
申
候
、

一
、
百
文
あ
ん
ま

小
谷
称
名
寺
二
泊
り
、
宿
払
へ
な
し

八
月
七
日
今
庄
ち
小
谷
迄
十
ニ
リ

メ
百
弐
拾
八
文

同
月
八
日

一
、
五
文
砂
糖

一
、
弐
拾
四
文
梨
子

一
、
弐
拾
四
文
中
食

一
、
七
文
梨
子

一
、
拾
六
文
風
は
ら
へ
壱
ふ
く

一
、
百
七
拾
弐
文
藤
皮
村
宿
払
ヘ

八
月
八
日
小
谷

5
五
リ
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メ
弐
百
四
拾
八
文

八
月
九
日

一
、
九
文
梨
子

一
、
三
文
舟
付
茶
代

藤
皮

5
ふ
な
付
村
迄
七
リ
、
舟
付
ち
桑
名
迄
舟
道
八
リ

一
、
百
文
舟
銭

一
、
六
文
を
こ
し

一
、
百
七
拾
弐
文
桑
名
宿
や
と
は
ら
へ

八
月
九
日
藤
川
ち
桑
名
迄
く
が
舟
道
共
十
五
リ

メ
弐
百
九
拾
文

同
月
十
日

一
、
三
文

善

光

寺

一
体
分
身
之
如
来
さ
ん
せ
ん

桑
名
ノ
上
ミ
ま
ち
ゃ
川
は
し
長
サ
三
百
間
御
座
候
（
町
屋
川
）

一
、
五
文
菓
子

一
、
弐
文
茶
代

一
、
三
文

か

き

一
、
弐
拾
壱
文
菓
子

一
、
拾
弐
文
梨
子

一
、
八
文

JJ

一
、
八
文
は
し
銭

一
、
拾
弐
文
蕎
麦
切
り

一
、
壱
文
茶
代

一
、
七
文
菓
子

一
、
壱
文
水
代

一
、
三
文
白
子
ふ
だ
ん
桜
へ
さ
い
せ
ん

一
、
弐
拾
八
文
米
弐
合
代

一
、
六
拾
四
文
上
野
宿
丁
子
や
博
七

八
月
十
日
此
夜
、
上
ノ
長
右
衛
門
殿
わ
っ
ら
へ
申
候
、

メ
百
七
拾
八
文
桑
名
ち
九
リ
是
迄
長
百
ニ
テ
勘
定
致
置
申
候

（
長
百
゜
銭
百
枚
で
百
文
と
し
て
通
用
）

同
月
十
一
日

一
、
拾
弐
文
わ
ら
じ

一
、
七
文
砂
糖

一
、
七
文
甘
酒

一
、
五
文
生
姜
漬

一
、
拾
弐
文
御
本
山
親
鸞
聖
人
御
墓
安
内
料
（
専
修
寺
）

一
、
百
弐
拾
文
御
本
山
別
書
様
へ
御
手
次
料

金
壱
朱

三
分

一

（三
人
分
の
三
分
の

一
）

一
、
弐
百
三
拾
九
文
御
宮
様
へ
御
対
面
料

金
弐
朱

三
分

一

一
、
金
壱
朱
也
参
侶
ノ
志
シ
さ
ん
せ
ん

一
、
六
拾
四
文
御
内
仏
拝
見
料

弐
百
文
三
分

一

一
、
三
拾
弐
文
御
庭
拝
見
料

百
文
三
分

一

一
、
三
拾
弐
文
世
話
料
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百
文
三
分

一

一
、
三
拾
弐
文
音
薬
や
方
へ
安
内
料

”
 

一
、
拾
五
文
諸
仏
さ
ん
せ
ん

一
、
六
文
ぞ
ふ
り
壱
束

一
、
六
拾
四
文
中
食
分

一
、
百
六
拾
四
文
伊
勢
津

一
身
田
桐
竹
膏
薬
や
方
へ
宿
払
ヘ

八
月
十

一
日

上

野

ぢ

一
身
田
迄
津
迄

一
リ

メ
金
壱
朱
卜
八
百
弐
拾
七
文

是

5
九
六
勘
定
（
銭
九
六
枚
で
百
文
）

御
本
山
御
内
仏
阿
弥
陀
様
津
ノ
か
ふ
の
あ
ミ
だ
と
同
体
ノ
如
来
ニ
テ

正
ノ
あ
ミ
だ
と
と
な
へ
申
候
、

御
本
山
御
堂
た
A

ミ
数

・
き
や
う
す
く
へ
（
経
机
）
数
覚

【図
l

】

当
御
宮
様
御
歳
二
十
三
才

当
子
年
阿
弥
陀
堂
御
門
立
申
候
、

八
月
十
二
日

一
、
三
文
御
本
山
さ
い
せ
ん

一
、
八
文
か
き

一
、
拾
文
津
か
ふ
の
ミ
た
（
国
府
阿
弥
陀
）

一
、
三
拾
弐
文
同
仏
御
開
帳
料

百
文
三
分

一

一
、

拾

文

餅

一
、
弐
拾
四
文
中
食

一
、

弐

文

津

ノ

町

茶

代

一
、
八
文
く
も
づ
茶
代

一
、
拾
文
も
ち

八
月
十
二
日

一
、
拾
四
文
舟
銭

一
、
六
拾
五
文
伊
勢
松
坂

5
く
し
だ
迄
三
人
ニ
テ
か
ら
し
り
壱
疋

弐
百
文
三
分

一

一
、
拾
文
か
ら
し
り
役
場
茶
代
共

一
、

六

文

い

な

ぎ

舟

銭

い
な
ぎ
ニ
テ
た
ば
こ
入
買
候
得
共
、
長
記
二
付
お
と
し
候
間
、
下
モ
ニ

付
置
、
△
合
印

一
、
百
五
拾
文
ミ
や
う
じ
ゃ
う
宿
冨
や
半
七

八
月
十
二
日

一
身
田

5
ミ
や
う
じ
ゃ
う
迄
八
里

メ
三
百
六
拾
文

同
月
十
三
日

一
、
六
百
文
伊
勢
御
師
へ
為
替
二
付
申
候
、

一
、
百
弐
拾
四
文
山
銭

一
、
弐
百
八
拾
壱
文
外
宮
内
宮
参
銭

一
、
拾
九
文
も
ち

一
、
拾
弐
文
茶
代

一
、
四
文
と
ふ
め
か
ね
（
遠
眼
鏡
使
用
料
）

一
、
三
拾
三
文
浅
間
萬
金
丹
拾
壱
粒
（
朝
熊
山
）
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一
、
拾
五
文
も
ち

一
、
金
二
朱
浅
間
萬
金
丹

一
、
五
拾
文
竹
ノ
か
わ
こ
り

一
ツ

一
、
拾
三
文
あ
ん
な
へ
銭

一
、
四
拾
弐
文
け
ん
彿
へ
弐
十
壱
ま
へ

八
月
十
二
日

一
、
七
百
五
文
い
な
ぎ
た
ば
こ
入
、
△
合
印
、
上
ニ
テ
付
お
と
し
笈

二
記
ス

同
月
同
日

一
、
百
文
同
た
ば
こ
入
女
向

同
月
十
三
日
此
夜
御
師
二
泊
り
申
候
、

メ
金
弐
朱
卜
銭
弐
貫
拾
文

廣
田
御
師
当
年
御
歳
拾
六
オ
ニ
相
成
申
候
、
浅
間
山
御
本
堂
ノ
前
二
釈

迦
如
来
之
足
跡
か
な
石
二
あ
り
、
壱
尺
四
五
寸
、

八
月
十
四
日
ノ
朝
五
ツ
時
分
二
地
し
ん
よ
り
申
候
、
（
地
震
。
揺
り
）

同
月
十
四
日

一
、
拾
四
文
わ
ら
し

一
、
弐
文
茶
代

伊
勢
田
丸

5
熊
野
路
二
相
成
申
候

一
、
三
文

菓

子

一
、
三
拾
六
文
大
か
せ
中
食
御
せ
ん

一
、
弐
文
さ
ん
せ
ん

柳
原
村
二
西
国
順
礼
手
引
ノ
く
わ
ん
世
お
ん
あ
り
、
聖
徳
大
師
様
御
作
、

（
行
李
）

（
剣
祓
ニ―

枚）

御
詠
歌
二
、
あ
ら
ど
ふ
と
道
ひ
き
た
ま
ひ
る
く
わ
ん
世
お
ん

や
し
き
人
も
い
ら
は
す

一
、

弐

文

見

せ

茶

代

一
、
九
文
見
せ
川

舟
銭

一
、
四
拾
文
の
じ
り
宿
木
せ
ん

一
、
三
拾

九

文

米

三
合
代

此
所
米
九
合
升
ニ
テ

一
升
代
百
拾
五
文
仕
候
、

八
月
十
四
日

メ
百
五
拾
壱
文
伊
勢
山
田
ち
九
里

八
月
十
五
日

一、

三
拾
六
文
ま
ゆ
ミ
村
御
せ
ん

一
、
六
文
な
か
し
ま
舟
銭

一
、
拾
六
文
古
里
[
フ
ル
サ
ト
]
御
せ
ん
壱
せ
ん

此
所
ち
椿
ノ
葉
ニ
テ
た
ば
こ
を
す
を
と
こ
ろ
あ
り
、

一
、
拾
三
文

わ

ら

し

一
、
四
拾
八
文
む
ま
せ
宿
木
せ
ん

八
月
十
五
日
、
此
夜
う
し
ろ
小
左
衛
門
殿
く
わ
く
ら
ん
仕
候
、

一
、
五
拾
弐
文
米
四
合
代

此
夜
金
壱
朱
両
替
仕
候
、
四
百
拾
六
文

メ
百
七
拾
五
文
の
じ
り
ち
む
ま
せ
迄
五
十
町
道

此
所
ち
米
八
合
升
ニ
テ
壱
升
代
百
拾
文
、

一
、
拾
六
文
こ
ま
せ
坂
御
せ
ん

同
月
十
六
日

九
里

高
き
い
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一
、
六
文
菓
子

一
、
弐
文
茶
代

一
、
七
文
八
鬼
山
峠
も
ち

一
、
四
拾
八
文
ミ
き
里
村

一
、
五
拾
文
米
四
合
代

同
月
十
六
日
む
ま
せ

15ミ
き
村
迄

メ
百
三
拾
三
文

八
月
十
七
日

一
、
三
文

く

わ

し

一
、
弐
文
茶
代

一
、
九
文
に
き
し
ま
く
わ
し

一
、
拾
五
文
あ
た
し
か
塩
し
び

一
、
三
文

く

わ

し

一
、
六
文
あ
い
の
魚

一
、
三
文

大

泊

り

は

し

銭

一
、
拾
文
札
紙
壱
ま
へ

一
、
拾
四
文
す
し

一
、
三
文
大
泊
り
ノ
坂
観
音
参
銭

一
、
三
文

あ

り

ま

舟

銭

一
、
四
拾
八
文
あ
り
ま
の
上
ミ
い
ち
ぎ

米
八
合
升
ニ
テ
百
拾
文

一
、
四
拾
八
文
米
四
合
代

八
月
十
七
日
ミ
き
里
[
サ
ト
]
ち
八
里

木
せ
ん

木
せ
ん

壱
き
れ

六
リ

メ
百
七
拾
壱
文

（
八
月
十
八
日
）

一
、
三
文

あ

た

わ

舟

せ

ん

一
、
拾
壱
文
わ
ら
し

一
、
弐
拾
五
文
新
宮
舟
銭

一
、
三
拾
三
文
し
ん
ぐ
う
熊
ノ
様

一
、
八
文
ま
ん
ぢ
う

一
、
五
文
油
あ
げ
壱
つ

一
、
弐
文
茶
代

一
、
六
文
参
銭

一
、
三
文

ミ

か

ん

一
、
五
文
も
ち

一
、
三
文
熊
ノ
奥
ノ
院
参
銭

一
、
八
文
付
お
と
し
（
記
入
淵
れ
）

金
壱
朱
両
替
仕
候
、
四
百
拾
六
文

一
、
五
拾
弐
文
し
ん
ぐ
う
米
四
合
代

八
合
升
ニ
テ
百
八
文

一
、
六
拾
四
文
し
ん
ぐ
う
木
せ
ん
か
ど
や
九
兵
衛

此
日
九
ツ
時
分

15う
し
ろ
小
左
衛
門
殿
、
大
二
わ
つ
ら
へ
ふ
る
ひ
申
候
、

八
月
十
八
日

メ
弐
百
三
拾
六
文
い
ち
ぎ

15
ニ
リ
半

八
月
十
九
日

一
、
弐
文
し
ん
ぐ
う
茶
代

役
銭
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八
月
十
九
日

メ
三
百
三
拾
弐
文

同
月
廿
日

一
、
拾
三
文
小
口
わ
ら
じ

一
、
拾
弐
文

II

舟
銭

一
、
拾
弐
文
桶
川

畑
芋
壱
せ
ん

一
、
拾
弐
文
桶
川

御
せ
ん

一
、
三
文
同
所
茶
代 新

宮
ち
八
リ

一
、
五
文
も
ち

一
、
弐
拾
文
も
ち

一
、
四
文
は
ま
の
ミ
や
く
わ
ん
お
ん
参
銭

一
、
三
文
那
知
山
ノ
ふ
も
と
茶
代

金
壱
朱
両
替
仕
候
、
四
百
弐
拾
文

一
、
百
五
拾
七
文
那
知
山
ノ
坊
ニ
テ
山
役
銭

西
光
坊
ニ
テ
御
酒
二
そ
ふ
め
ん
壱
ぜ
ん

一
、
三
文

那

知

山

熊

の

A

瀧
さ
ん
せ
ん

一
、
拾
弐
文

II

御
本
堂

一
、
拾
四
文
熊
ノ
権
現
其
外
所
々
へ
上
ル

一
、

四

文

大

雲

峠

茶

代

一
、
六
文
か
き

一
、
四
拾
文
こ
ぐ
ち
木
銭

一
、
五
拾
四
文
米
四
合
五
勺

壱
升
百
廿
文

一
、
拾
弐
文
舟
銭

一
、
拾
弐
文
本
宮
熊
ノ
様
御
本
社
へ
参
銭

一
、
九
文
本
宮
熊
野
権
現
へ
さ
ん
せ
ん

一
、
六
拾
四
文

II

湯
ノ
峯
木
せ
ん

金
壱
朱
両
替
仕
候
、
四
百
拾
弐
文

一
、
七
拾
五
文
米
五
合
三
勺
代

八
月
廿
日

．

メ
弐
百
三
拾
弐
文
小
口

5

四
リ
半

同
月
廿
日

一
、
弐
拾
四
文
本
宮
湯
峯
小
栗
リ
半
判
御
入
湯
之
所
湯
銭

一
、
三
拾
弐
文
湯
の
花
薬
師
開
帳
料

一
、
六
文
絵
図
壱
ま
へ

一
、
八
文
明
饗
少
々

一
、
五
拾
文
ゆ
ノ
花

一
、
三
拾
六
文
は
ミ
が
き

一
、
四
拾
弐
文
湯
花
七
包
ミ

一
、
六
拾
文
薬
師
丸
五
袋

一
、
八
文
ぢ
ば
ん
洗
へ
銭

一
、
七
文
ま
か
ず
の
稲
安
内
せ
ん

八
月
廿
日
、
此
所
二
遊
行
聖
人
爪
引
ノ
名
号
石
二
あ
り

メ
弐
百
八
拾
壱
文

同
月
廿
一
日

一
、
弐
文
た
け
の
皮
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一
、
拾
弐
文
わ
ら
し

一
、
三
文
ミ
や
う
と
坂
中
食

一
、
弐
拾
文
ち
か
つ
船
銭

一
、
拾
弐
文
わ
ら
じ

一
、

拾

弐

文

芝

舟

せ

ん

一
、
四
文
か
き

一
、
四
拾
文
汐

L
ン
ヨ
]
見
峠

金
壱
朱
両
替
仕
候
、
四
百
弐
拾
文

一
、
五
拾
八
文
米
四
合
代

メ
百
六
拾
七
文
湯
ノ
峯
ち
九
リ
半

同
月
廿
二
日

一
、
六
文
な
つ
め

一
、
弐
文
た
な
べ
茶
代

一
、
拾
六
文
た
な
べ
村
ニ
テ
な
た
ま
め
買

一
、
五
文
茶
代
な
つ
め
少
々

た
な
べ
宿
[
シ
ク
]
二
安
藤
刀
帯
様
御
城
あ
り
、
此
所

B
み
な
べ
の
間

二
菊
め
い
石
あ
り
、

一
、
三
文

ミ

な

べ

は

し

銭

一
、

拾

文

き

り

べ

舟

銭

一
、
拾
弐
文
薩
摩
芋

一
、
四
拾
文
旦
画
川

船
銭

一
、
弐
拾
四
文
髪
結

一
、
四
拾
五
文
小
松
原
宿
木
銭

木
せ
ん

茶
代
（
夫
婦
坂
）

（
近
露
）

一
、
五
拾
弐
文

八
月
廿
二
日

メ
弐
百
弐
拾
三
文

汐

見

峠

ち

十

里

半

一
、
熊
の
＞
ま
な
ご
の
し
や
う
じ
の
娘
き
ゆ
姫
十
三
づ
か
•

あ
ん
ち
ん

け
さ
か
け
の
松
、
熊
の

5
道
成
寺
迄
二
段
々
有
之
申
候
、
あ
ん
ち
ん
ハ

と
そ
つ
天
二
生
る
＼
姫
ハ
と
ふ
り
て
ん
に
生
、
姫

5
以
来
当
年
迄
九

百
拾
三
年
二
な
る
、
道
成
寺
石
の
き
は
し
六
十
二
だ
ん
、

一
、
拾
五
文
も
ち

八
月
廿
三
日

一
、
六
文
わ
ら
し

一
、
五
拾
六
文
ゆ
あ
さ
ニ
テ
奢
り

一
、
拾
三
文
ま
ん
ぢ
う

一
、
拾
六
文
宮
原
船
銭

一
、
四
拾
文
亮
[
力
も
]
谷
宿
木
銭

金
壱
朱
両
替
仕
候
、
四
百
弐
拾
文

一
、
五
拾
八
文
米
四
合
代

八
月
廿
三
日

メ
弐
百
拾
弐
文
小
松
原

5
九
里

同
月
廿
四
日

一
、
弐
文
ふ
じ
し
ろ
ご
ん
げ
ん
へ
参
銭

ふ
じ
し
ろ
村
ふ
じ
し
ろ
ご
ん
げ
ん
此
所
ニ
テ
熊
の
路
を
わ
り
申
候
、

一
、
拾
文
な
つ
め

一
、
拾
六
文
紀
三
井
寺
へ
参
銭

米
四
合
代
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石
ノ
き
だ
は
し
弐
百
三
十
御
座
候
、
横
弐
間
余
、
前
二
楠
ノ
大
木
有
、

手
水
鉢
れ
ん
の
葉
さ
し
わ
た
し
五
尺
五
六
寸
位
イ
御
座
候
、

一
、
拾
弐
文
同
所
に
し
め

一
、
三
文

茶

代

一
、
拾
八
文
同
所
ち
い
も
せ
山
へ
十
八
丁
舟
せ
ん
、

一
、
弐
文
い
も
せ
山
参
銭

一
、
三
文

し

や

う

が

一
、
拾
九
文
も
ち

一
、
弐
拾
文
す
し

一
、
三
拾
七
文
中
食
御
ぜ
ん

一
、
四
文
御
さ
い

一
、

八

文

い

わ

で

舟

せ

ん

一
、

四

拾

八

文

岩

手

木

せ

ん

一
、
四
拾
八
文
米
四
合
代

八
月
廿
四
日

メ
弐
百
五
拾
八
文
か
も
谷
ち
八
リ
半

同
月
廿
五
日

一
、

拾

文

い

わ

で

わ

ら

し

一
、
四
文
な
つ
め

一
、
四
文
長
門
村
や
く
く
わ
ん
お
ん
参
銭

一
、
拾
八
文
粉
川
寺
参
銭

一
、

拾

四

文

粉
川
ニ
テ
中
食
御
せ
ん

一
、
三
拾

弐

文

大

づ

渡

し

舟

せ

ん

粉
川
ち
大
津
迄
廿
五
丁
、
是
迄
五
十
丁
道
、
是
ち
三
十
六
丁
壱
り
、
よ

し
の
川
落
尻
り
紀
ノ
川
大
津
ノ
渡
し

一
、
壱
文
な
ん
ば
ん

大
津

5
花
坂
迄
四
り
、
花
坂

5
高
野
大
門
迄
五
拾
八
丁
、
大
門
ち
北
ノ

坊
迄
廿
五
六
丁
、
花
坂
ニ
テ
坊
ノ
地
走
と
て
御
酒
少
々
い
た
だ
き
坊
迄

安
内
出
し
く
れ
申
候
、

一
、
拾
――一
文

わ

ら

し

一
、
拾
文
安
内
二
く
れ
申
候
、

此
日
朝
、
金
壱
朱
両
替
仕
候
、
四
百
拾
六
文
、
此
時
有
銭
三
百
四
拾
七

文
御
座
候
、

一
、
金
壱
分
也
、
高
野
北
ノ
坊
ニ
テ
御
茶
湯
碑
二
附

是
ハ

一
、
百
文
与
右
衛
門
水
向
と
ふ
ば
（
塔
婆
）

一
、
五
文
せ
ん
か
ふ
（
線
香
）

一
、
弐
拾
四
文
山
銭

一
、
拾
弐
文
大
師
本
堂
参
銭

一
、
拾
弐
文
じ
ゅ
う
ね
ん
さ
づ
か
り
候
料

一
、
三
文

萬

年

草

は
せ
を
翁
真
筆
ノ
石
碑
父
母
の
し
き
り
に
こ
ひ
し
雉
子
の
声

一、

三
百
文
北
ノ
坊
清
浄
心
院
宿
払
ヘ

八
月
廿
五
日

メ
金
壱
分
卜
五
百
六
拾
六
文

八
月
廿
六
日

い
わ
で
ち
高
野
迄
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一
、
三
文
く
ど
山
村
慈
尊
院
弘
法
大
師
御
母
お
た
ま
や

一
、
五
文
同
所
紀
の
川
舟
銭

一
、
四
文
く
わ
し

一
、
四
拾
文
大
は
た
村
宿
木
せ
ん

一
、
六
拾
壱
文
米
代

同
月
廿
六
日

メ
百
拾
七
文
高
野
奥
ノ
院
ち
五
り

八
月
廿
七
日

一
、
三
文
横
尾
寺
ノ
奥
院
参
銭

此
所
御
宝
物
あ
り
、
大
蛇
ノ
か
し
ら
、
鬼
ノ
き
ん
ば
、
石
の
ま
っ
た
け
、

【図
2
】
如
此
六
ツ
足
ノ
か
い
外
、
石
る
り
の
い
づ
る
か
い
あ
り
、
弘

法
大
師
唐
5
持
参
ノ
水
び
や
う
、
役
ノ
行
者
ノ
し
や
く
じ
ゃ
う
、
其
外

宝
剣
品
々
宝
物
あ
り
、

一
、
八
文
開
帳
料

一
、
拾
弐
文
四
番
槙
尾
寺
参
銭

一
、
拾
三
文

わ

ら

し

一
、
拾
五
文
中
食
茶
代
共

一
、
拾
弐
文
信
太
森
う
ら
ミ
く
ず
の
葉
代

一
、
拾
弐
文
堺
ニ
テ
お
な
ぎ

一
、
百
八
拾
四
文
堺
宿
阿
内
屋
茂
吉

八
月
廿
七
日

メ
弐
百
六
拾
三
文
大
畑
よ
り
八
リ

此
夜
壱
朱
也
両
替
仕
候
、
四
百
廿
四
文

一
、
拾
三
文

も

ち

同
月
廿
八
日

堺
鍛
冶
じ
ま
わ
り

一
、
百
八
拾
四
文
は
さ
み
壱
丁

一
、
百
三
拾

弐

文

切

だ

し

壱

丁

金
弐
朱
両
替
仕
候
、
八
百
五
十
文
、
此
時
金
弐
朱
小
左
衛
門
殿
二
か
し

一
、
弐
百
五
拾
文
剃
刀
壱
丁

一
、
八
拾
文
堺
本
ミ
す
や
大
く
け
針
壱
疋

一
、
三
拾

五

文

大

は

り

五

本

一
、
拾
四
文
な
に
は
や
も
ち

一
、

百

五

拾

四

文

同

所

盃

壱

つ

金
壱
朱
両
替
仕
候
、
四
百
廿
文
、
此
時
金
弐
朱
也
、
上
ノ
長
右
衛
門

殿
へ
取
か
へ

一
、
拾
弐
文
住
吉
様
へ
参
銭

一
、
拾
四
文
其
外
神
社
参
せ
ん

一
、
弐
拾
四
文
天
下
茶
や
和
中
散
壱
袋

一
、
拾
弐
文
ぞ
ふ
り

一
、
弐
拾
八
文
ば
ん
付

一
、
弐
拾
六
文
し
ば
い
見
、
小
使

一
、
拾
三
文

な

つ

め

一
、
三
拾
三
文
堺
ち
大
坂
迄
、
安
内
だ
ち
ん
銭
共

上
ノ
長
右
衛
門
殿

5
金
二
朱
受
取
、
小
左
衛
門
殿

5
二
朱
也
受
取
、

此
時
小
左
衛
門
殿

5
百
文
か
り
、
此
夜
返
済

一
、
百
弐
拾
四
文
大
坂
河
内
や
又
六
宿
二
而
中
食
代
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一
、
四
百
文
芝
居
諸
懸
り

内
四
十
八
文
敷
も
の
代

一
、
弐
百
四
拾
九
文
河
内
屋
又
六
宿

金
弐
朱
遣
し
五
十
六
文
受
取
、

一
、
三
百
弐
拾
四
文
四
は
し
き
せ
る

一
、
五
十
八
文
壱
本

壱
朱
也
き
せ
る
ニ
テ
遣
ひ
申
候

一
、
三
拾
八
文
壱
本

一
、
百
七
拾
八
文
四
ツ
は
し
壱
本
是
ハ
宿
ニ
テ
買

一
、

百

六

拾

六

文

風

呂

敷

小

五

枚

一
、
百
五
拾
文

II

大
弐
枚

一
、
百
文

II

大
壱
ま
へ

壱
朱
風
呂
敷
ニ
テ
遣
ひ
申
候
、
両
替
之
過
拾
壱
文
受
取

一
、
拾
文
と
ら
や
ま
ん
ぢ
ふ

一
、
八
文
安
内
銭

一
、
三
拾

文

も

ち

一
、
弐
拾
八
文
中
食
代

一
、
四
文
さ
ん
せ
ん

一
、
七
文
付
を
と
し

一
、
弐
百
弐
拾
四
文
大
坂
河
内
や
は
た
ご

八
月
廿
八
日
九
日
二
晩
大
坂
二
逗
留
仕
候

メ
三
貫
百
六
拾
弐
文

八
月
晦
日

壱
本

上
は
た
ご

一
、
三
文
か
ミ
壱
ま
へ

一
、
五
文
大
坂
天
王
寺
参
銭

一
、
拾
六
文
天
王
寺
ノ
と
ふ

一
、
八
文
つ
づ
れ
の
に
し
き

一
、
三
文

な

つ

め

一
、
弐
文
ひ
ら
の
大
念
佛
へ
上
ケ

一
、
拾
弐
文
五
ば
ん
ふ
じ
井
寺
参
銭

一
、
三
拾
六
文
ふ
じ
井
寺
門
前
中
食
代

一、

三
文

上

ノ

太

子

参

銭

一
、
四
拾
五
文
た
い
ま
の
ま
ん
だ
ら
開
帳
料

一
、
四
拾
八
文
た
い
ま
宿
米
や
栄
蔵
木
せ
ん

一
、
五
拾
壱
文
米
代

八
月
晦
日
大
坂
よ
り
八
リ

メ
弐
百
四
拾
文

九
月
朔
日

一
、
八
文
も
ち

一
、
拾
弐
文
中
食
に
し
め

一
、
拾
弐
文
六
ば
ん
坪
坂
参
銭
（
壷
阪
寺
）

一
、
拾
三
文

わ

ら

し

一
、
拾
弐
文
大
苓

一
ノ
行
場
は
ら
い
銭

一
、
壱
文
同
所
さ
ん
せ
ん

一
、
八
文
舟
せ
ん

九
月
朔
日
た
い
ま
よ
り
吉
野
迄
八
里
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メ
六
拾
六
文

同
月
二
日

一
、
六
文
た
い
ま
つ
代

一
、
四
文
吉
野
三
郎
ノ
か
ね

一
、
六
文

ニ
ノ
と
り
い

一
ノ
行
場

一
、
壱
文
し
や
う
か
う
料

一
、
三
文
さ
ん
せ
ん

一
、
拾
弐
文
は
ら
い
せ
ん

一
、
三
文

茶

代

一
、
三
文

場

代

一
、
拾
弐
文
中
食
に
し
め

一
、
拾
八
文
わ
ら
し

一
、
四
拾
三
文

大

苓

山

上

山

役

銭

遠
州
佐
野
郡
原
い
ノ
郷
長
福
寺
ノ
つ
り
が
ね
、
役
行
者
し
や
く
じ
ゃ
ぅ

ニ
テ
持
参
仕
候
、
か
ね
し
や
く
じ
ゃ
う
と
も
に
今
あ
り
、

一
、
三
拾

六

文

行

場

参

銭

一
、
弐
拾
文
御
本
堂
参
銭

一
、
三
文
桐
油
笠
番
人
代

一
、
弐
拾
六
文
中
食
代

金
壱
朱
也
両
替
仕
候
、
四
百
弐
十
文

一
、
拾
文
も
ち

一
、
三
文
よ
し
の
御
本
社

一
、
三
文

子

守

様

参

銭

参
銭

山
役
銭

一
、
弐
人
勝
手
明
神

一
、
三
拾
弐
文
横
や
平
右
衛
門
方
よ
り
だ
ら
に
助

一
、
三
百
六
拾
四
文
吉
野
宿
さ
ご
や
平
右
衛
門

壱
夜
逗
留
仕
候
、
宿
払
ヘ

一
、
拾
弐
文
た
い
ま
つ
壱
本

一
、
弐
拾
四
文
わ
ら
し
弐
束

一
、
百
拾
六
文
安
内
銭

三
百
五
十
文

三
ツ
割
リ

九
月
二
日

吉

野

5
大
峯
山
上
迄
六
り

メ
七
百
七
拾
四
文

同
月
三
日

一
、

拾

弐

文

上

市

舟

銭

一
、
六
文
も
ち

一
、
三
拾
弐
文
と
ふ
の
ミ
ね
御
拝
殿
拝
見
料

一
、
六
文

II

所

参

銭

一
、
三
文
中
食
茶
代

一
、
拾
弐
文
わ
ら
し

一
、
拾
弐
文
七
ば
ん
岡
寺
参
銭

一
、
壱
文
あ
す
か
明
神

一
、
弐
文
茶
代

一
、
壱
文
安
部
文
殊

一
、
五
拾
文
は
せ
お
ふ
ぎ
や
宿

一
、
五
拾
六
文
米
四
合
三
勺
代

九
月
三
日
吉
野
ぢ
八
り

木
せ
ん

買
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メ
弐
百
壱
文

九
月
四
日

一
、
拾
弐
文
八
ば
ん
長
谷

一
、
壱
文
参
銭

一
、
弐
百
八
拾
文
は
せ
ち
壱
り
下
モ
追
分
ケ

一
、

壱

文

是

5
京
迄
刀
刺
送
る
代

一
、
弐
文

三
わ
茶
代

一
、
弐
文
は
し
銭

一
、
七
文
法
り
や
う
じ
参
銭

一
、
拾
六
文
安
内
銭

一
、
九
文
な
つ
め

一
、
五
拾
文
ほ
ふ
り
や
う
じ
大
黒
や
宿

金
壱
朱
両
替
仕
候
、
四
百
弐
十
文

一
、
五
拾
八
文
米
五
合
代

九
月
四
日
は
せ
ち
七
り
半

メ
四
百
四
拾
六
文

是
迄
九
六
也

同
月
五
日

一
、
三
拾
弐
文
か
ミ
ゆ
ヘ

一
、
六
文
な
つ
め

一
、
六
拾
五
文
こ
ふ
り
山
皮
き
ん
ち
ゃ
く

一
、
拾
六
文
ね
緒
壱
尺
三
寸

一
、
拾
六
文
ね
づ
け

参
銭

刀
刺
壱
丁

一
、
三
文

一
、
三
文

九
月
五
日

一
、
七
文
奈
良
参
銭

一
、
弐
文
な
つ
め

一
、
五
文
梅
干

一
、
拾
文
味
噌
少
々
買

金
壱
朱
両
替
仕
候
、
四
百
廿
四
文

一
、
弐
拾
四
文
御
ぜ
ん

一
、
七
拾
六
文
奈
良
大
佛
前
西
国
絵
図
壱
枚

一
、
拾
九
文
も
ち

一
、
弐
文
か
ぼ
ち
ゃ

一
、
弐
拾
四
文
や
ふ
じ

一
、
四
拾
八
文
雲
林
堂
す
み
壱
丁

な
ら
つ
り
か
ね
四
万
八
千
九
百
貫
目

一
、
拾
九
文
同
す
み
壱
丁

一
、
拾
弐
文
九
ば
ん
な
ん
ゑ
ん
堂
参
銭

一
、
弐
拾
九
文
安
内
銭

一
、
四
拾
八
文
奈
良
威
徳
井
や
宿
木
せ
ん

一
、
七
拾
六
文
米
代

九
月
五
日
法
り
や
う
じ
ち
四
里

メ
銭
五
百
五
拾
八
文

九
月
六
日

さ
ん
せ
ん

菅
原
天
神
参
せ
ん
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（
九
月
七
日
以
降
、
次
号
）

l
‘
壱
文
ミ
か
ん

一
、
七
文
せ
ん
ベ
ヘ

l
‘
拾
弐
文
わ
ら
し

一
、
七
文
く
わ
し

九
月
六
日

-
‘
弐
文
八
幡
茶
代

ら
を
や
ミ
申
候
、

此
日
拙
者
は

五
文

ヽ

八
幡
様
参
銭

-
‘
五
文
く
わ
し

一
、
八
文
船
銭壱

斤
拾
五
匁
花
橘
勾
ナ

l
、
百
八
文

入

壱

箱

タ

チ

バ

ナ

]

壱
斤
拾
八
匁

l
、
百
弐
拾
四
文

一
、

四

拾

八

文

花

橘

五

匁

を

り

た

か

茶

一
、
百
文
青
柳
ノ
茶
四
十
匁

干
六
文
受
取

金
壱
朱
遣
し
＝

宇
治
宿
木
せ
ん

一
、
四
拾
八
文

1
‘
五
拾
三
文
米
五
合
代

九
月
六
日

メ
銭
五
百
三
拾
六
文
九
リ
半

四
百
弐
拾
文

金
壱
朱
両
替
仕
候
、

-
‘
壱
文
び
や
う
ど
ふ
い
ん

R
 柳
や
八
右
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図2 貝の図
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図） 専修寺本堂
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